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１．趣旨

●伊勢志摩サミットでは、Ｇ７各国⾸脳の伊勢神宮訪問や、三重県の優
れた⽂化・歴史、⾷材、伝統⼯芸品などの魅⼒が発信され、「⽇本の
⽂化聖地」としての三重が内外に強く印象付けられました。

●平成28年11⽉に発表された「伊勢志摩サミット三重県⺠宣⾔」では、
三重県⺠⼀⼈ひとりが、これまでの歴史の中で実践してきた経験や、
サミットを成功に導いた⾃信とともに、「⽇本の⽂化聖地」としての
誇りを持ち続け、三重の新たな未来を築くために取り組んでいく決意
が⽰されました。

●「⽇本の⽂化聖地」のコンセプトは、内外の観光誘客をはじめ三重県
における交流の拡⼤に向けた取組にも⽣かすことができると考えます。

●「⽇本の⽂化聖地」が、三重県のアイデンティティとなるとともに、
交流の拡⼤などを通じて⾃⽴的、持続的な発展につながるようにする
ために⼤切なことは何か、また、県としてどう取り組んでいくべきか、
ご意⾒をいただきたいと思います。
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２．「⽇本の⽂化聖地・三重」

●三重は、伊勢神宮や熊野三⼭への巡礼の道・熊野古道を有するとともに、
国学を極めた本居宣⻑や俳諧の芸術性を⾼めた松尾芭蕉らを輩出してき
ました。

●⽇本列島のほぼ中央に位置し、伊勢神宮に向けた数々の街道が発達した
ことから、古くから街道による⼈・モノ・情報の交流が盛んとなりまし
た。
こうした歴史的・地理的な条件から、三重の⼈びとには外部の⼈や⽂化
を懐深く受け⼊れる寛容さや、おもてなしの精神が芽⽣え、根づきまし
た。

●「⽂化とは、⼈類が⾃らの⼿で築き上げてきた有形・無形の成果の総体
である（*1）。それぞれの⺠族・地域・社会に固有の⽂化があり、相互
の交流によって発展する。そして、時代を超えて伝承されていく。⽇本
⼈を象徴する⽂化が三重で育まれてきたことは、いわば、三重が「⽇本
の⽂化聖地」であることを⽰すものである。」（*2）

(*1)：⼤辞泉による。
（*2)：「伊勢志摩サミット三重県⺠宣⾔」より引⽤
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１ ⾃分とは違うことを価値と認め合い、国内にとどまらず、さまざまな国の
さまざまな⽴場の⼈たちとつながって、誰もが挑戦、活躍できる社会にし
ます。〔親和〕

１ 美しい⾃然をはじめとする豊かな環境を守り育み、共⽣して、持続可能な社
会にします。〔調和〕

１ 三重の伝統・⽂化 を、 学び、伝え、創造し、 発展させ、⼼豊かな社会に
します。〔和の⽂化〕

１ 安全・案⼼な社会をつくりながら、平和を強く希求していきます。 〔平和〕

【４つの決意】

４．「伊勢志摩サミット三重県⺠宣⾔」
８

私たちはこれまでの三重県の歴史の中で「多様性への
寛容や交流」、「⾃然との共⽣」、「伝統・⽂化の創造
と発展」、「安全で平和な社会への祈り」を実践してき
た。また、Ｇ７伊勢志摩⾸脳宣⾔で⽰されたような世界
的課題に対しても果敢に取り組んできた。こういった経
験と、サミットを成功に導いた経験や⾃信、そして「⽇
本の⽂化聖地」としての誇りを持ち続けながら、私たち
の⼿で、三重の新たな未来を築き上げるのである。 県⺠活躍シンポジウム

（「伊勢志摩サミット三重県⺠宣⾔」前⽂より抜粋）







●三重県は多様性が⼤きな特⾊であるものの、⼀体感に⽋けるところ
があり、これが三重県の⼀つの弱みになっていると考えられます。

●三重県が「⽇本の⽂化聖地」であることを県⺠の皆さんが誇りとし
て共有することで、県の⼀体感（≒アイデンティティ）を醸成し、
県⺠⼒の結集につなげます。

６．CI戦略としての「⽇本の⽂化聖地」
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●伊勢志摩サミット三重県⺠宣⾔で打ち出した、「⽇本の⽂化聖地・
三重」というコンセプトには、悠久の歴史の中で三重の地に暮らす⼈
びとは、外部との交流の中で多彩な⽂化を創造・伝承し、暮らしを豊
かにするとともに地域の産業を発展させてきており、今を⽣きる県⺠
の皆さんも、未来に向けて⾃らの⼿で、新たな⽂化を創りあげ、次世
代に継承していく使命があるとの思いが込められています。

●県としても、「⽇本の⽂化聖地」の視点をさまざまな分野で施策の中
に取り⼊れ、県⺠の皆さんとの協創を進めます。





８．ご意⾒をいただきたいポイント

・「⽇本の⽂化聖地･三重」のコンセプトをＣＩ戦略として活⽤するこ
とを考えているが、その際留意すべきことは何か。

・「⽇本の⽂化聖地」が三重県のアイデンティティとして県⺠の皆さん
⼀⼈ひとりに意識され、対外的に共感を得るためには、県としてどの
ような取組が有効か。

・三重県が「⽇本の⽂化聖地」として今後もあり続けるために、三重に
暮らす県⺠に課せられた使命は何か。そのために、県は何を促してい
くべきか。

・「⽇本の⽂化聖地･三重」のコンセプトを⽣かす具体的な取組として、
交流の拡⼤に向けたブランド戦略が考えられるが、どのような取組が
有効か。
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